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図４は各期毎の評価点を上位 10 人、中位 10
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対する回答をしたりする機会が増え、生徒とコ
ミュニケーションをとる時間が増加し信頼関係
も深めることができた。 
 
２ 課題 
大きな課題は第４期で評価の高いカードをこ
れまでのコメントの評価が低い生徒に行き渡る
ように配布したが、第３期と比較して評価点が
頭打ちになったことである。特に下位層の生徒
にとって、上位層の生徒の意見を参考にし、自
分の意見の考えを深めるという作業は難しいも
のであったと予想できる。第１期と第３期を比
較した際の評価点上昇率は下位層が最も高かっ
たが、第３期から第４期の評価点がほとんど変
わらなかったことを考えると、下位層生徒の評
価点が第３期まで上昇した要因は、成績を気に
したり、慣れによるものが主だったとも考えら
れるからである。今後は、ただ前の生徒の書い
たコメントを読んで参考にさせるというだけで
はなく、良いコメントを参考に授業で学んだこ
とについてどんなポイントや観点で考えを深め
ればよいのか、さまざまな面から教員がアドバ
イスし、思考を支援する必要があると考えてい
る。 
